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2024年 10月 17日 

株式会社日立製作所 

株式会社日立ビルシステム 

日立リフトインド社 

 

日立が CRCグループからインド・デリー首都圏の複合施設 

「CRC The Flagship」向けに昇降機 56台を受注 

 

 

「CRC The Flagship」の外観(完成イメージ) 

 

株式会社日立製作所(以下、日立)は、このたび、株式会社日立ビルシステム(以下、日立ビルシステム)と 

インド共和国(以下、インド)の昇降機販売・サービス会社である Hitachi Lift India Pvt. Ltd.(以下、日立リフト 

インド社)を通じて、インドのデベロッパーである CRCグループから、インド・デリー首都圏*のウッタル・プラデシュ州 

ノイダの高級複合施設「CRC The Flagship」向けに昇降機(エレベーター・エスカレーター)56台を受注しました。 

今回受注したのは、定格速度分速 180m および 150m の高速エレベーター33 台をはじめとするエレベーター

44 台、エスカレーター12 台、エレベーターの効率的な配車を実現する行先階予約システムで、エレベーターには、

地震時に揺れを検知し、エレベーターの乗りかごを最寄り階に停止させてドアを開くことで、利用者が閉じ込めら

れるのを防ぐ地震時管制運転システムを搭載し、利用者の安全・安心・快適な移動を実現します。 

* デリー首都直轄地域と、周辺の州、地区などの一部を含んだ大都市圏。 
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■日立リフトインド社 マネージングダイレクター 榊原 雅也のコメント 

ノイダ地区のフラッグシップである本プロジェクトに参画できることを光栄に思います。高品質の製品、サービス

を提供し、利用される全ての方々の安全・安心・快適な移動と、街の発展に貢献したいと考えています。今後

もインドの社会や人々のウェルビーイングの向上に貢献します。 

 

■日立製作所 理事 兼 Hitachi India Pvt. Ltd.(以下、日立インド社) マネージングダイレクター  Bharat 

Kaushal(バラット・コーシャル)のコメント 

インドで 90 年以上にわたって事業展開してきた日立インド社は、大きく成長を加速しています。インドは、国

民のエンパワーメントに取り組むとともに、10 億人を超える人々の QoL(Quality of Life)を向上させる、世界レ

ベルのインフラを構築することで、世界をリードする経済大国となるべく、その歩みを速めています。 

日立リフトインド社は、インドが変革を進めていく上で欠かせない存在となっており、CRC グループは、インドの

レジリエントなインフラの実現に貢献しています。インドの都市インフラをさらに強化するというわれわれのコミットメ

ントにおいて重要なマイルストーンであり、CRC グループとのコラボレーションの機会を心からうれしく思います。リー

ディングカンパニー2 社の戦略的な連携であるということにとどまらず、インドが建築の基準をこれまでにないレベ

ルに引き上げ、持続可能な社会を構築するという点において大きな飛躍を遂げることを確かなものにするための

革新性と卓越性に関するわれわれの共通のビジョンを明確に示すものです。 

日立インド社は、都市交通、エネルギー、IT、ペイメントサービス、教育(e-Education)、医療(e-Healthcare)

など、多岐にわたる優れたソリューション群により、インドおよび世界に最高水準の技術を提供するというミッショ

ンを遂行するためのエコシステムを構築する、野心的かつ先進的なビジョンを掲げています。 

 

■「CRC The Flagship」の概要 

「CRC The Flagship」は敷地面積 22万 3,000m2の複合施設で、主に 4棟のタワーと商業施設で構成され

ます。オフィスや店舗、高級マンションを中心に、コワーキングスペースや講堂、パターゴルフ場など、多種多様な

設備を有します。敷地面積の 20％以上を緑地化しており、Indian Green Building Council(インドグリーンビ

ルディング協議会)の事前認証で、最上位のプラチナ評価を取得し、地球環境に優しいインフラを実現します。 

立地面では、ノイダ-グレーターノイダ高速道路の近くにあり、また、インディラ・ガンディー国際空港を補完する

位置付けで現在建設が進められており、インド最大の国際空港の一つとなるノイダ国際空港からの所要時間

は約 35分と、交通アクセスの良い場所に位置しています。 

 

■インドの昇降機新設市場と日立の取り組み 

インドの昇降機新設市場は世界第 2 位に相当し、2023 年度の需要は年間 67,000 台超、年間 6-7%の

成長が予測されています。 

日立は、2008年1月に日立リフトインド社を設立し、インドの昇降機市場に本格的に参入しました。以来、

ニューデリー、ムンバイ、バンガロール、チェンナイ、プネ、ハイデラバード、アーメダバードなどの主要都市を中心に、

高級集合住宅、ホテル、オフィスビル向けに多数の昇降機を納入し、メンテナンスを行っています。 
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■受注したエレベーターの概要 

用途 定格速度 積載質量 台数 

乗用 

180 m/分 

1,600 kg 

8台 

150 m/分 16台 

105 m/分 2台 

150 m/分 
1,350 kg 

3台 

105 m/分 4台 

105 m/分 1,020 kg 2台 

105 m/分 884 kg 1台 

非常用 

150 m/分 1,150 kg 2台 

150 m/分 1,050 kg 2台 

150 m/分 
1,020 kg 

2台 

105 m/分 2台 

 

■受注したエスカレーターの概要 

エリア 定格速度 階高 台数 

商業施設 30 m/分 

5,500 mm 4台 

4,800 mm 4台 

4,500 mm 4台 

 

■日立ビルシステムのWebサイト 

https://www.hbs.co.jp/ 

 

■日立ビルシステムブランドチャンネル 

https://www.youtube.com/channel/UCfOgxcLRk3NHm2WrqHeQ6MA 

 

■日立製作所について 

日立は、データとテクノロジーでサステナブルな社会を実現する社会イノベーション事業を推進しています。お客

さまの DX を支援する「デジタルシステム&サービス」、エネルギーや鉄道で脱炭素社会の実現に貢献する「グリー

ンエナジー&モビリティ」、幅広い産業でプロダクトをデジタルでつなぎソリューションを提供する「コネクティブインダ

ストリーズ」という 3セクターの事業体制のもと、ITや OT(制御・運用技術)、プロダクトを活用する Lumada ソリ

ューションを通じてお客さまや社会の課題を解決します。デジタル、グリーン、イノベーションを原動力に、お客さま

との協創で成長をめざします。3 セクターの 2023 年度(2024 年 3 月期)売上収益は 8 兆 5,643 億円、2024

年 3月末時点で連結子会社は 573社、全世界で約 27万人の従業員を擁しています。詳しくは、日立のウェ

ブサイト(https://www.hitachi.co.jp/)をご覧ください。 
 

https://www.hbs.co.jp/
https://www.youtube.com/channel/UCfOgxcLRk3NHm2WrqHeQ6MA
https://www.hitachi.co.jp/


4 / 4 

■お問い合わせ先 

株式会社日立ビルシステム カスタマーサポートセンター 

TEL：0120-7838-99(フリーダイヤル) 

 

以上 



------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
このニュースリリース記載の情報(製品価格、製品仕様、サービスの内容、発売日、 

お問い合わせ先、URL 等)は、発表日現在の情報です。予告なしに変更され、検索日と

情報が異なる可能性もありますので、あらかじめご了承ください。 
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